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2021年２月期 連結業績予想と実績値の差異および 

個別業績実績値と前期の差異に関するお知らせ 

 

2021年１月14日に公表しました2021年２月期（2020年３月１日～2021年２月28日）の連

結業績予想値と実績値に差異が生じましたので、下記の通りお知らせいたします。 

また、2021年２月期の個別業績についても、前期実績値との間に差異が生じましたの

で、併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2021年２月期の連結業績予想値と実績値の差異 

（2020年３月１日～2021年２月28日） 

  売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

1株当たり 

連結当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

4,404 10 53 △ 13 △ 2.91 

今回実績 （B） 4,378 △ 12 32 △ 24 △ 5.31 

増減額 （B－A） △ 26 △ 22 △ 21 △ 11 △ 2.40 

増減率（％） △ 0.6 - △ 39.6 - - 

（ご参考）前期実績 

（2020年２月期） 
5,195 70 82 66 14.29 

 

 



 

 ２．2021年２月期の連結業績予想と差異が発生した理由 

 

新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、社会経済活動が停滞し、景気悪化状況が

継続する中、売上は当初の予想を下回る結果となりました。 

各セグメントに関しましては、電線事業では、全体的に電線の出荷量が減少したこと、

また、トータルソリューション事業につきましては、想定していた売上の失注や新製品

開発による研究開発コストの増加・一部外注によるコスト増加により、利益率が低下し

ました。 

 

３．2021年２月期の前期個別実績値との差異 

（2020年３月１日～2021年２月28日） 

 

４．2020年2月期の実績と差異が発生した理由  

 

当会計年度において、連結実績と概ね同様の理由より前期個別差異が発生する結果と

なりました。 

 

 

 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 

2020年 2月期（A） 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

5,164 109 124 108 23.10 

2021年 2月期 （B） 4,363 18 63 △ 67 △ 14.30 

対前期増減額（B－A） △ 801 △ 91 △ 61 △ 175 △ 37.40 

対前期増減率（％） △ 15.5 △ 83.5 △ 49.2 - - 


